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最近の台湾における教育改革と進路指導の動向
1. はじめに
わが国の(財〉日本進路指導協会，日本進路
指導学会が団体加盟しているアジア地域進路指
導学会(ARAVEG)の第8回研究大会が，去る
1997年11月27日から11月29日の3日間にわたっ
て台湾・台北市の青少年活動センターを会場に
して開催された。
この ARAVEG研究大会は，アジア各国の
持ち廻り制で3年に一度の割合で開催している。
前回の第7回大会は， 1994年5月に日本進路指
導学会， 日本進路指導協会及び日本労働研究機
構研究所の三者の共催で東京で開催した。なお，
次回の第9回研究大会は， 2000年にシンガポー
ルで、開催する運びである。
今回の研究大会は，正式名称、は第八回亜洲職
業与教育輔導会議(大会)(The 8 th Asian 
Conference on V ocational and Educational 
Guidance)で，今回の研究大会は，台湾の中国
輔導学会が中心となり大会運営を行なうととも
に，中国青年反共救国団，教育部，行政院労工
委員会職業訓練局，行政院青年輔導委員会，台
北市教育局，台湾省政府教育庁，高雄市教育局，
中国工業職業教育学会，中華民国特殊教育学会
等が共催ならびに後援され，盛大に行なわれた。
第一日目の開催式の式典には，中華民国教育
部の呉京部長(日本の文部大臣に当たる)， 中
国青年反共救国団主任李鍾桂博士，国際職業・
教育指導学会副会長の B.イエンスク博士(ド
イツ)，現 ARAVEG会長・日本進路指導協会
理事長岩間英太郎，前 ARAVEG会長J.O. 
サンタマリア(フィリピン)， 中国輔導学会理
事長呉武典博士らの挨拶，祝辞等に続いて，大
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会組織及び運営について説明があり，全体発表
会と三つの分科会が設けられ研究大会が進行さ
れた。
今回の参加者は， 日本をはじめ， ドイツ，イ
ンドネシア，フィリピン，シンガポール，タイ，
韓国，アメリカから約50名の出席があり，地元
の台湾からは約180名の出席があり盛会裡に終
了した。大会のメイン・テーマは，「21世紀に
向けての進路指導の課題」で，多文化アジアに
おけるキャリア・ガイダンスとマネジメントの
在り方が中心となっている。
全体会では，アジア各国のカントリー・レポ
ートが報告され，また，三つの分科会では参加
者の個人発表が行なわれた。第1分科会のテー
マは「直洲地区的生涯輔導J，第2分科会は「特
殊族群的生涯輔導及応用J，第3分科会は「学
校機構的生涯輔導」で，今回，台湾の研究者の
多くの発表を通して，台湾が当面している教育
問題，経済，労働問題と進路指導の課題につい
て多くの事柄を知ることができた。
そこで，今までのアジア地域の職業指導・進
路指導の国際比較研究の一環として取組んでき
た台湾の教育問題，進路指導の問題について見
直しを図る意味で本論文をまとめた次第である。
2. 台湾の政治・経済状況
中国の南東岸沖約300km2の所にあり，東ア
ジアの一角に位置する台湾は，国土面積がおよ
そ3万 6，190km2で，人口は'94年で2，113万人
に相当する。一説にはそのうち本省人は約86%
強で，外省人は14%弱であるといわれている。
台湾は，既に1970年後半から「アジア・ NI
E S (新興工業経済地域〉の旗手」として，韓
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国，香港，シンガポーノレをリードしており，ハ た経済状態に至ったのではない。台湾経済の工
イテク産業化と国家建設6か年計画が実現の上 業化の歴史的展開を過去にさかのぼって，かえ
は，経済先進国の仲間入りを果たすことが早く り見れば， 1950年代の輸入代替政策，即ち輸入
から期待されていたところである。 代替工業化が台湾を自立経済へと方向転換させ
台湾は，このようにアジアの四小龍に数えら たと言える。そして， '60年代の輸出志向工業化，
れており，そのうち最初に工業的躍進をなし遂 '70年代の重工業化， '80年代のハイテク産業育
げた地域である。しかしながら，一挙にこうし 成の過程を辿って， '90年代にハイテク産業を軌
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おいて高い中産層を大規模に創出し，今度はそ
の中産層が新たに政治的勢力の中枢を占めるこ
とによって権威主義体制それ自体を熔解させる
ことになったと見ることができる。
1949年頃は，台湾の人口のほとんどは，農村
に居住していたが，今日では，その半数近くが
台北市，高雄市，台中市などの大都市地域に居
住するようになるとともに，その周辺地域の農
村にも都市生活の影響を直接的，間接的に与え
ているのである。
台湾の経済発展は，教育に負うところが非常
に大きい。そこで，まず台湾の教育行政の体系
をみることにする。
台湾の教育行政体系をみると，第1図に示す
ように中央政府(総統府〕と省(市〉政府，そ
れに県市政府の三段階に分けられていると言っ
てよい。政府組織の系統図をみると，総統府→
行政院→教育部の関係にある。そして，第2図
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道に乗せ，技術先進国に位置するだけの競争力
の確保をめざしているのである。
かつて欧米諸国や日本が 1世紀あるいはそれ
以上の長い期間をかけて完成した工業的転換を，
台湾は40年間で達成することができたと言って
も過言ではない。そして， 1991年7月から，
「国家建設6か年計画」が実施されて， ①国民
所得の引き上げ，⑧産業基盤の強化，③各地域
の均衡的な発展，④国民生活の質的な向上，を
めざすものである。
台湾の工業成長は，経済の進歩・発展，富の
均等配分，土地改革，高水準の国民教育，労働
集約的産業における幅広い就業の機会の提供，
全国各地に広く分布する小企業の存在を創出し
たといってよい。
台湾は，国民党政権の台湾移転と，一党独裁
と蒋家の支配体制カミら李登輝の民主化改革へと
移行しつつある。その社会的背景としては，権
威主義体制のもとで進められた経済開発に成功
を収め，その帰結として所得水準と教育水準に
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5 歳から小学校入学までの 1~3 年の就学前教
育が行われている。そのほとんどが私立幼稚園
で，それぞれの圏の特色を生かした独自の教育
課程で指導が行われている。
。国民教育一一国民小学と国民中学
台湾では， 1968年に義務教育をそれまでの6
年から 9年に延長し，国民小学6年，国民中学
3年とした。国民小学への就学年齢は満6歳で
ある。国民小学も国民中学も公立学校がほとん
どで，教育課程の基準は，中央政府の教育部が
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のように， 日本の文部省に当たる政府の教育部
が公立のすべての学校と私立の大学・専科学校
を管轄し，あわせて教育部は，全国の学術およ
び教育行政を管轄している。
台湾の学校教育制度
台湾の学校教育制度は，第3図のように幼稚
教育(学前教育)， 国民教育， 高級中等教育，
高等教育の4段階に分けることができる。
。幼稚園教育一一学前教育といい満3歳ないし
4. 
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第1表国民小学の教育課程の基準
(週当たり時間〉
教科 学年 1 1・213・415・6
公 民・倫
80分 80分 80分
保
中 国 ヨロ主ロ 400 360 360 
数 点寸主主ー 120 160 240 
干土 ~ ミ 80 120 120 
理 科 120 160 160 
歌・遊 戯 80 
体 育 80 120 120 
3同E 楽 80 80 
美
図 80 120 120 
技
集 団 活 動 40 40 
ガイ ダンス 40 40 
民 族 せ3ま2ごて 術 40 40 
計而401云20 11，400 
(注) 1995年現在。
制定している。
国民小学の教育課程と国民中学の教育課程の
基準により各教科及び週当りの時間数をそれぞ
れ示すと，表1，表2の通りである。国民中学
では， 1983年の教育課程の改訂により，新カリ
キュラムにガイダンス(輔導活動〉が毎週1時
限切0分〉取り入れられたことと，この時間に
同時にキャリア・ガイダンスが実施されること
になった。このことは， 日本の中学校での特別
活動のうちの学級活動を毎週1時限(50分)，年
間35週以上実施し，その中で進路指導も行うこ
とと非常によく似ている。
o高級中等教育一一高級中学，高級職業学校
高級中学は，日本の高等学校に相当し，修業
年限は 3年である。台湾では，高級中学に職業
科を併設している学校が半数近く存在する。ま
た，高級中学には，私立学校が学校数で約半数
を占めているが，在学者数からみると約3分の
l程度である。
教育課程は中央政府の教育部が制定すること
になっており，現行基準では，教科として中国
第2表 国民中学の教育課程の基準
(週当たり時間)
教科 学年 1 1 12 1 3 
公 民・倫 理 2時間 2時間 2時間
保 健 2 
中 国 語 6 6 6 
英 語 2-3 2 
数 A寸t 3-4 2 
歴 史 2 2 1 
地 理 2 2 1 
理 科 3 2 2 
体 育 2 2 2 
コ日包 楽 1 1 1 
美 術 1 1 1 
技 術(家庭〉 2 2 2 
選 択 科 日 4-14 12-17 
ボーイスカウト活動 1 1 1 
集 団 活 動 2 2 2 
ガイ ダンス 1 1 1 
計 132ー 叫ふ36132-37
〈注) 1. 1995年現在。 1単位時筒は60分。
2.国民中学第2，3学年の選択科目には，
農業生産，図画， 算盤， 農業， 商業， 家
政，水産，英語，数学，音楽，美術がある。
語，英語，公民，歴史，地理，数学，科学基礎，
物理，化学，生物，地学，体育，音楽，美術，
技術，家庭が設けられている。また，第3学年
になると，その他に，「三民主義」が週2時間，
さらに各学年で軍事訓練が週2時間行われる。
学年によって 1週間当りの授業時間は多少異
なり，第 1 学年は37時間，第 2 学年は36~37時
間，第 3 学年は34~39時間となっており，その
うち，選択教科も増加し， 14~19科目になって
いる。なお， 1単位時聞は60分である。
高級職業学校は，修業年限3年で専門学科は，
工業，商業，農業，水産，看護，家政，芸術と
なっている。その中で工業と商業が大部分を占
めている。
。高等教育一一大学，専科学校
高等教育機関には，大学，専科学校がある。
大学は高級中学，高級職業学校の卒業者を入学
させ，修業年限は4年であるが，但し，建築学
- 77ー(68) 
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系は 5年，師範大学は 5年，歯学系は6年，医
学系は7年となっている。
大学は， 「大学」 と「独立学院」に分かれて
おり， 「大学」は総合大学のことで学部に相当
する「学院」が三つ以上設けられていることが
条件となっている。「独立学院」はこの条件に
合わない単科大学のことである。なお，大学に
は文，理，法，農，工，商，医などの学院があ
る。大学の場合は，高級中学卒業ならびに同等
の学力を有する者を入学資格としている。
専科学校は，入学制度により異なり， 5年制，
3年制， 2年制の三種類がある。すなわち，
①国民中学卒業者を入学させる 5年制〈ただ
し医学部は6年)，
②高級中学，高級職業学校卒業者を入学させ
る 3 年制(ただし医学部は 4~5 年)，
③関連する専攻の高級職業学校卒業者または
関連分野で在職経験の有する高級中学もしくは
高級職業学校卒業者を入学させる 2年制，があ
る。専科学校は，本来，応用科学を学生に教授
して，技術・技能を修得させるといった技術者
(人材)を養成する学校である。
。成人教育一一補習教育
成人教育として補習教育があり，補習教育は
正規の学校教育を受けなかった青少年ならびに
成人を対象とした教育で，種類として，①国民
補習教育，⑧進修補習教育，③短期補習教育，
の三種類がある。
国民補習教育は，国民教育段階の水準のもの
であり，進修補習教育は，高等学校段階および
専科学校段階の水準の教育を行なうとしている。
各々の課程(コース〕を修了し，文部行政の行
う試験に合格するとそれぞれの正規の学校と同
じ卒業資格を取得できて上級学校進学も可能で
ある。
また，他に上級学校進学を希望しない国民中
学卒業者を対象とした「実用技能クラス」が開
設されている。これは 1年から 3年までの職業
技術教育を主に教育するものである。その他，
短期補習教育には， 1か月から 1年半までのさ
まざまなコースが用意されている。
4. 台湾の入試制度一一連合考試
台湾では，学校教育は， 2学期制を取り入れ
ており，第1学期は8月1日から翌年の 1月31
日までであり，第2学期は2月1日から 7月31
日までとなっている。入試は初級中学までは無
いが，高級中学(高等学校〉から入学試験が実
施されている。
台湾では，義務教育である国民教育が修了す
ると，国民中学の生徒の約90%が3年制の高級
中学(普通高校〉か，高級職業学校(専門高校〉
か，または 5年制の専科学校(高等専門学校〉
に進学する。入試は連合考試と呼ばれていて統
一方式で行われる。
高級中学(高校〕入試の場合は，全国を 7つ
の行政地区に分けて，同じ試験日に連合考試を
実施する。試験科目は，国語，英語，数学，自
然，社会の 5教科で700点満点である。生徒は
連合考試の得点を確認して，志望校を複数選び
志望する順に順位をつけて出願し，得点上位者
から順に希望の高校に振り分けが行われる。受
験生は，一回のチャンスしかなく，日本のよう
に複数受験はできない。
このことは， 4年制大学， 3年制専科学校に
ついても同じである。この連合考試という統一
方式は，丁度，日本の大学入試センター試験と
か，かつての共通一次に似ている。しかし異な
るところは，台湾の受験生は，連合考試の成績
の良い順から志望した大学，学部，学科に入学
できる資格が付与される。
この方式は， 1984年の大学入試から改革が行
なわれて，それまでとは異なり，連合考試を受
けて，その後に学校，学科の志望を出す方法を
取り入れている。それというのも，それまでは
受験生の志望よりも入試の点数で入学する大学
や専攻が決定されるので，大部分の学生が自分
の志望する大学や学科に入学できないという問
題が生じたことによるとしている。しかし，現
行の連合考試も問題がないわけではない。
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5. 台湾の教育をめぐる諸特徴
台湾の教育をめぐる諸特徴を考察してみると，
第ーは，小学校教育の段階から愛国心を育てる
ことが徹底していることである。すなわち，国
民としての自覚を養し、，国を愛する心を育てる
教育が着々と行なわれている。学校教育の中で
の国旗の掲揚，国歌の斉唱は日常化しており，
この「国を愛する心J(愛国心〉が児童・生徒
への教育の根幹をなしている。
第二は，子どもの才能を伸ばす英才教育につ
いてである。台湾では，音楽や理数系の特別ク
ラスを設けて，特別の教育課程のもとで，子ど
もの才能を伸ばそうとする英才教育が行なわれ
ている。英才児をどのように選別し教育するか
についてはいろいろと問題のあるところである
が，特別な才能をもっ子どもを早期に発見し，
開花・伸長させようとする試みは，個に応じた
教育の展開という視点から重要なことである。
日本における形式的平等主義が問題となり，
「形式的平等から実質的平等へ」ということが
提唱されている折，こうした英才教育の重要性
を再認識させられる。
第三は，道徳教育についてである。台湾の人
たちには儒教の教えが強く影響している。台湾
では，孔子の誕生日の9月28日を「教師節」と
して祝日と定め，学校，大学，会社は休業とし
て教師節にふさわしい各種の行事が開催される。
また，初等中等教育では， 「五育」 といって，
徳育，知育，体育，集団教育，美育の各方面の
バランスのとれた教育を行うことが非常に重視
されている。
最近では，生徒は教師を尊敬し，教師は生徒
を愛することを意味する「尊師愛生」をスローガ
ンに掲げている。こうした道徳教育の重視を殊
更，強調する社会的背景として，最近における
受験競争の過熱による知育偏重の教育，道徳心
の希薄化が見られることもあげられたりもする。
第四は，進学と受験勉強についてである。台
湾では，国民中学校の卒業後の進路として，職
業系の学校がかなり高い比率になっている。す
なわち，普通教育学校の高級中学には約28%，
職業・専門教育学校の高級職業学校には60%，
5年制の専科学校には12%といった状態、である。
いずれも入学に当っては，入学試験が実施され
て入学者が選抜されるのである。
つぎに，高級職業学校を卒業後は，ほとんど
の生徒は就職することになる。しかし，高級職
業学校から高等教育機関への進学は可能であり，
1994年の段階で卒業者の16%が進学している。
高級中学は，大学進学を目的とした学校をし
て明確に位置づけている。高等教育機関の入学
者は大学，専科学校別に実施される連合考試に
よって選抜されるが，高等教育機関へは高級中
学卒業者の57%，高級職業学校卒業者の16%が
進学している。
台湾には，兵役義務(大学在学生は免除〉があ
り，男子は現役か，またはー浪して大学に合格
しなければ，翌年には兵役につく義務が生ずる。
兵役についてから大学受験となると学習面に大
きな遅れをとり，大きなハイディを負い，大学
入学もなかなかおぼつかないことから，生徒の
学習への取り組みの態度は真剣なものがある。
こうした状況から学校内の補習は言うに及ば
ず， 「補習班」と呼ぶ学習塾も賑いを見せてい
る。高級中学の連合考試が国民中学の授業に大
きな影響を与え，また，大学入試のための連合
考試が高級中学の授業内容に与える影響は，台
湾のみの現象ではなく，日本の高校入試，大学
入試においても同じような現象がまま見られる
ものである。
第五は，受験競争の過熱の緩和措置として，
後期中等学校や高等教育機関を拡大し，生徒の
進学機会を増大させて受験競争を緩和させると
ともに，教育課程の改善等により生徒の学習負
担の軽減を図ろうとしている。
その他に，教育の機会均等の趣旨から都市と
農村の教育格差をなくし，教育水準の均質化を
図るために，農村に「教育優先地区」の指定を
行うなどしている。
以上のような台湾の教育をめぐる諸特徴と，
問題の改善への努力をみることができる。
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第3表 台北市立大安高級工業職業学校の学科・クラス数
Fミ:一ごア V ocational School Supplementary School Grand 1st|加|加 |sub htlhtlht lsub Total Year I Year I Year I total Year I Year I Year I total 
Me印叫仇ωch伽ωω凶凶凶an叩 叫i
Mechanical Technique 1 2 IzI 2 1_ ~I 2 1 2 1 2 1 6 1 12 
出 t-M九山11111113111113
Electrical Te 
…田hn判
Electrical Re官出i~oning 1 2 1 2 1 2 1 6 1 1 1 1 1 6 & Electronic 
C叩一川 21 2 1 2 1 611111 6
hnique 1 2 1 2 1 2 1 6 1 1 1 1 1 6 
I~山A-;chitecture I --- ---------Technique I 2 I 2 I 2 I 6 I 2 I 2 I 2 I 6 I 12 
n叫 A巾|山gTechω1 2 1-; 1. 2 1 ;¥--21 2_1 2 16 1 12 
Mecha叫
Goopertive 
山 l-1-1 2J_;-I- 1 1 1 2 Program 
P山
Extended compulsory class 
1 1 1 1 1 11 111 1 31 3 
Total 1 22 1 24 1 24 1 701131131131391109 
Remarks: Vocational School: 3010 students in 70 classes. 
Supplementary School: 1677 students in 39 classes. 
Total: 4687 students in 109 classes. 
6. 台湾における最近の職業指導，進路指導
の動向
台湾の目覚ましい経済成長を支えている背景
には，多くの勤労者の存在がある。こうした勤
労者の人材養成の面で教育の果たした役割の重
要性の認識が高まっている。台湾のみならず，
日本においてもそうであるが，産業構造の変化，
就業構造の変化，社会の価値観の多様化等に対
し，教育において，また人材養成においても，
こうした変化への新たな対応が迫られている。
台湾は，台湾における民族文化を継承・発展さ
せて後世に伝えるとともに，社会の多様な発展
に対応した人材養成といったこつの側面への取
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組みが求められていると言える。
そうした意味合いから，現在，台湾では経済
発展や産業構造の変化に対応するために，職業
・技術教育の改善・充実を図ろうとしている。
しかし，職業・技術教育の拡大政策は，後期
中等教育段階では取らないで，将来の産業構造，
就業構造の変化を見据えながら，むしろ普通教
育の比率を高めることを考えている。すなわち，
普通教育在学者の比率を現在の25%から40%に
拡大するなどの方策を考えている。
それに対して，むしろ高等教育段階の職業・
技術教育の拡大の方向を打ち出している。なか
でも専科学校 (2年制〉や技術学院などへの要
請が高い。しかし，現在，後期中等教育段階の
職業高校は，中堅技術者の養成において，それ
なりの役割を果たしていることも事実である。
事例1として前述したように， 1997年11月に
開催された第8回 ARAVEG研究大会に出席
の折，台湾市立大安高級工業職業学校(台北市
復興南路〉を訪問・視察をさせて貰った。康宗
虎校長の案内で学校内を全て見学させて貰い，
関係資料の提供をいただいた。
当校は1940年に創設されて以来，幾度か組織
改革を行なったが， 58年間の歴史と伝統と実績
を誇る高級工業職業学校である。第3表に示す
通り，学科群として，①機械群，②電機電子群，
③建設群，④工芸群，⑤建教合作班，⑥実用技
能班，からなり，合計16学科が設置されており，
学生数は，本校生が1年から 3年生まで計70ク
ラス，附設補校では 1年から 3年生までの計39
クラス，学校全体で109クラス，計4，687名の学
生を収容して職業技術教育を行なっている。
学校の機械設備も充実しており，学生の授業
態度，生活態度も真剣そのもので，資格の取得，
技能の修得に励んでいる。こうした学生が，今
までの台湾における工業化を担ってきたと言う
ことができる。日本の専門高校が，なかば全員
入学に近い生徒を抱え，志望の多様化や学習意
欲の不足に直面して，対応に苦慮し，指導の在
り方を模索している姿と比較すると，現在のと
ころは，台湾の後期中等教育段階の職業・技術
教育は成功していると言えるが，将来的には，
日本の専門学校のような姿をたどるのか否かは，
現在のところ直ちに判断はできない。
台湾の文教政策として，後期中等教育段階で
の職業・技術教育の拡大よりも，高等教育段階
での職業・技術教育の拡大政策は，台湾の経済
発展，科学技術の高度化・精密化，高度情報通
信社会の到来，高学歴化などを考慮に入れると，
21世紀を見据えた形での職業・技術教育の展開
を図っていると見ることができる。
つぎに，事例2として，台湾における大学レ
ベルでのキャリア開発についてであるが，東呉
大学(台北市士林区臨渓路〉には，キャリア・
デベロップメント・センター(生涯発展中心〉
が設けられて学生の進路指導・進路相談に当た
っている。
台湾では，教育部が1991年に，「6か年ガイ
ダンス計画」に基づいて，キャリア・ガイダン
スに着手している。学生一人ひとりがキャリア
.ガイダンスに基づいて指導・援助を行えば，
学生はしっかりした人生の生活設計を確立する
ことができるとしている。学生が学生時代に抱
く不安というのは世代を超えて共通であると言
ってよい。
大学でのアンケ}ト調査(複数回答〉による
と，大学生の希望職業(職種〉では，一番多い
のが公務員で95%，次いで国際貿易が23%，そ
の後にコンヒ。::t.ー タと続いている。既に述べた
ように，台湾では大学入試で全国統一試験に当
たる連合考試が実施される。その連合考試の成
績によって，大学，学部，学科に入るので，学
生は自分の能力，適性，興味・関心，志望進路
等を総合的に考慮して，自主的，主体的に進学
先を選択・決定して入学するのではない。いわ
ゆる成績で大学に入るので，自分の適性とか興
味とかで大学に入るのではない。進路指導の立
場から見ると，そこに多くの問題点がある。
そうした視点からも，大学におけるキャリア
・開発センターの役割は非常に大きい。東呉大
学のキャリア・開発センターは， 6つの事業内
容を実施している。
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事業の第1は，キャリア・カウンセリング・
サーピスである。専任カウンセラー 2名，非常
勤カウンセラー 2名，それにアシスタント 2名
の合計6名のスタッフで担当し， 1人のカウン
セラー は， 1日4-5人の学生の悩みを聞くな
どの相談に当っている。相談の内容をみると，
①将来のキャリア形成についての内容が66%，
②学生が自分について知りたい(自己理解〉が
55%，③職業の選択に援助を求めているのが48
%，④自分の専攻分野に興味が持てないが37%，
となっている。
第2は職業評価に関することで，職業理解の
評価の面から，学生が仕事に対してどのような
価値観をもっているかについてである。当セン
タ}で実施した調査では， r女子学生は仲間と
の関係j，r上司との関係j，r自立j，r仕事につ
いての自己決定」に価値を置いているのに対し
て，男子学生は「名声j，r自信j，r高給の得ら
れる仕事」に価値を置いているようである。
第3は就職情報サービスで，約3万人の学生
に対してサーピスを提供している。
第4は就職斡旋支援サ}ピスで，プログラム
として，①就業機会プログラム，②就業探索フ。
ログラム，⑧就業準備プログラム，の三つを用
意している。就職斡旋支援サービスというのは，
センターが学生一人ひとりの仕事を見つけるの
ではなく，就職情報を提供して学生が決めると
いうように学生に主体的な選択をさせる過程を
支援するのである。
第 5は訓練開発サーピスで，これには企業へ
のリクルート活動，企業見学(体験)， 活動計
画プログラム，情報管理，宣伝活動などがあげ
られる。なお，これらのサービスは，センター
}ピスである。
東呉大学の当センターは， 1991年に設立され
たものであるが，当初，キャリア・ガイダンス
・センターと呼んだが，ガイダンス・センター
というと問題解決というイメ}ジが強い。その
ため，デベロップメントの方が将来への明るい
展望が持てるということから，キャリア開発セ
ンターとしたようである。
また，東呉大学では， 1991年から「キャリア
開発計画」の授業科目を選択で教えている。導
入の目的は，大学生に広い見識を持って貰いた
いということと，職業選択に対する見識の育成
をも意図したものである。これを契機にして他
大学でも追随の動きが出ている。
これによって，大学生の，①自己意識の確立，
③周囲の人間関係への意識の高揚，③学業，課
題についての意識(認識)， ④職業についての
意識の確立，を図ろうとするものである。
そうすることによって，学生が自分の持てる
カを統合して発揮できるようになり，自分の時
間の管理ができることによって勉学に打ち込む
こともできる。そして，学生が自分の人生の目
標を設定して，自分の将来の夢を持って，固に
とって有用な人材として貢献することができる
としている。
以上のように，台湾における大安高級工業職
業学校と東呉大学生涯発展センターの2つの事
例を通して，台湾の職業指導，進路指導の極く
最近の状況を分析的に考察を加えてみたが，日
本の進路指導と比較してみて，非常に類似して
いる課題を多く内包していることがわかり，こ
れからのわが国の進路指導の改善・充実のため
にも比較研究の重要性を再認識させられるとこ
のスタッフだけでは出来ないので，学生の力を ろである。
借りて実施しているプログラムであり， 40名程 参考文献
のボランティアを募り行なっている。それによ
って，情報誌を編集，刊行したり，キャリア・
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